
ヒーターソケット

テフロンパッキン

製品情報

HS-810 ヒーターユニット
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このたびはホーザン HS-810 ヒーターユニット をお買い上げいただき、まことにありがと
うございます。この製品情報をよくお読みになり、正しくお使いください。また、お読みにな
ったあとも大切に保管してください。

ヒーター交換方法

電源スイッチを切り、
接続プラグを外します。
ヒーターに余熱が
あるときは、常温
になってから作業
してください。

1 アース端子をヒーターユニットから取り
外します。
新しいヒーターユニットにアース端子を
取り付け、逆の
手順で組み立
ててくださ
い。

5

ネジが4本見えている側のハンドル
カバーを開きます。4本のネジを外
すと、開くことができます。
反対側の2本のネジは緩めないでく
ださい。

2

ヒーターからヒーターソケットを引き
抜きます。このとき、必ずヒーターソ
ケットをつかんで作業してください。
電線を引っ張る
と断線のおそれ
があります。

3

図の位置のネジを
4本緩め、ヒー
ターユニット
を取り外しま
す。

4

・ テフロンパッキンの取り付けを忘れない
 ようにご注意ください。
 テフロンパッキンの再利用はできません。
 付属の新しいテフロンパッキンをご使用く
 ださい。
・ テフロンパッキンはなるべくパイプにセ
 ンターを合わせて取り付けてください。 

このネジは組立構造上の
ものです。決してゆるめ
ないでください。

ヒーターユニットにノズルを
取り付けるときは、ヒーター
ユニットの平行な面（右図参
照、矢印部分）をスパナで
つかみ、ノズルボックスで
ノズルを回してください。

注意



中央 

ＭＩＮ 

ＭＡＸ

2

温度調節ツマミをＭＡＸに設定します。1

2

電源を入れ、ノズル先端温度が安定するまで約
２分間待ちます。
ハンダゴテ温度計でノズル先端温度を測定しな
がらトリマーをゆっくりまわし、４８０℃になる
ように設定します。

3

トリマーのＭＡＸ付近では瞬時に高温に達するため、
セラミックヒーターが溶断するおそれがあります。
必ず中央付近に仮設定してください。

注意

再調整を行わないままご使用になると、異常に
温度が上昇する場合があり、大変危険です。
再調整は必ず実施してください。

注意

ヒーター交換時の補正方法 HS-801の場合

HS-801は出荷時に、ヒーターそれぞれが持つ固有の抵抗値に従って温度制御回路の調
整をしてあります。ヒーターを交換した場合、温度制御回路の補正（再調整）が必要にな
りますので、次の手順で行ってください。
調整にはハンダゴテ温度計（約500℃まで測定可能なものー当社H-769など）、マイナ
スドライバー（刃幅2mm以下）をご用意ください。

温度調節ツマミの下、トリマー調
節窓の中のトリマーを可動範囲の
中央付近に仮設定しておきます。
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1

ヒーター交換時の補正方法 HS-802の場合

HS-802は出荷時に、ヒーターそれぞれが持つ固有の抵抗値に従って温度制御回路の調
整をしてあります。ヒーターを交換した場合、温度制御回路の補正が必要になります。
補正は次の手順で行ってください。

補正を行わないままご使用になると、異常に温度が上昇する場合があり、大変危険です。
補正は必ず実施してください。

注意

トリマーのＭＡＸ付近では瞬時に高温に達するため、セラ
ミックヒーターが溶断するおそれがあります。必ず中央
付近に仮設定してください。

注意

トリマー調整窓
中央

120° 120°

MIN MAX

500℃まで測定できるハンダゴテ温度計と、マイナス
ドライバー（刃幅2mm以下）をご用意ください。
電源がOFFになっていることを確認し、操作パネル
右下のトリマー調整窓からドライバーを使用し、トリ
マーを可動範囲の中央付近（MINから120°回転させ
た位置）に設定しておきます。

SETキーを押しながら、電源スイッチをONにします。
確認音（消音時は除く。以降同様）とともに“SEt”が表示され、
温度補正モードが起動します。

2

“360”が表示されたら、ノズル先端の温度が安定するまで
約2分待ちます。
ハンダゴテ温度計でノズル先端の温度を測定しながら、トリマー
をゆっくりまわし温度計の表示が３６０℃になるように設定します。
トリマーだけでは合わせにくい場合は、▲▼キーで希望温度に近づ
けます。▲で温度は上昇し、▼で温度は下降します。上下ともに
『20』の補正範囲を設けています。
▲▼キーでの温度補正は、本機ディスプレイの数字ひとつの変化で
1℃変化するとは限りません。
補正が完了したらSETキーを押します。
確認音とともに“SEt”⇒“400”と点滅表示されます。
以降、補正中はトリマーを触らないでください。

3

“400”が表示されたら、ハンダゴテ温度計でノズル先端の
温度が400℃になるように▲▼キーで調整します。
補正が完了したらSETキーを押します。
確認音とともに“SEt”⇒“440”と点滅表示されます。

4
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温度測定ができない（温度測定手段がない）場合

同様に440℃の補正を行い、完了したらSETキーを押します。
次の480℃も同じく補正し、SETキーを押します。5
温度補正が完了し、確認音とともに“o-n”が表示され、
設定温度360℃で通常起動します。

この操作により、変更された設定温度は工場出荷時の360℃に
戻ります。必要に応じ再設定してご使用ください。

ノズル先端の温度測定ができない場合は、ヒーター端子
間の抵抗値を測定のうえ、右図の位置にトリマーを調整
してください。
この場合の設定温度は、あくまでも目安程度となってし
まいますが、トリマーを調整せずに使用すると高温にな
りすぎるなど、非常に危険ですので必ず調整してください。

6

ヒーター交換時の補正方法 HS-802の場合

ヒーター端子間の抵抗値の測定は、必ず室温23℃で行ってください。室温の違いが
抵抗値に大きく影響します。

上述のとおり、あくまでも目安程度の温度設定ですので、厳しい温度管理を必要とさ
れる作業には適さないばかりか、場合によっては周辺電子部品を損傷するおそれも
あります。できるだけ早い内に、改めて正確に再補正することをお勧めします。

別売 Ｈ-７６９ ハンダゴテ温度計
ハンダゴテ温度計として３つの機能を搭載
①計測結果をＳＤカードに保存する記録機能
②計測結果からＯＫ/ＮＧを表示する合否判定機能
③ＩＣタグを使ってハンダゴテを管理するハンダゴテ
   識別機能

注意

 

14～15Ω 15～15.5Ω

13～
14Ω

15.5～
16Ω


